
 

 

 

国際シンポジウム 
2 月 13 日、15 日 

 



第 6回国際学生フォーラム 

国際シンポジウム(2016.2.13 & 15) 

 

プログラム 

2 月 13 日（月） 

10:10～10:10 はじめに（原 由紀恵） 

10:10～10:30 「タイの洪水」by チラヌコロム・ラシガー 

 ＆ アピヤカンタクン・タンヤポーン（チェンマイ大学） 

10:30～10:40 質疑応答 

10:40～11:00 「洪水」by アンナ・パホルスカ 

 ＆ ウルシューラ・アルトマイエル （ワルシャワ大学） 

11:00～11:10 質疑応答 

11:10～11:30 「Disaster prevention learned from tradition and wisdom」 

by 黒沢 優子 ＆ 小宅 加那子（お茶の水女子大学） 

11:30～11:40 質疑応答 

11:40～12:00 「FOOD AID〜What meets the victim's needs when disaster 

occurs〜」by 深澤 向日葵（お茶の水女子大学） 

12:00～12:10 質疑応答 

12:10～13:10 昼休み 

13:10～13:30 「慶州地震からわかる韓国人の災害に対する問題意識と対策」 

by ノ・ジヨン ＆ イ・サンハ（釜山外国語大学） 

13:30～13:40 質疑応答 

13:40～14:00 「ハリケーンサンディー」 

by ジェニファー・ノヴァク ＆ サラ・ホリス（ヴァッサー大学） 

14:00～14:10 質疑応答 

14:10～14:30 「Problems and Solutions of Temporary Houses」 

by 千家 詩織 ＆ 千葉 まどか（お茶の水女子大学） 

14:30～14:40 質疑応答 

14:40～15:00 「Making networks among universities in order to provide 

information and supply goods」 

by 武井 沙樹（お茶の水女子大学） 

15:00～15:10 質疑応答 

15:10～15:50 ディスカッション 

15:50～16:00 講評 
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14:10～14:30 「Problems and Solutions of Temporary Houses」 
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14:30～14:40 質疑応答 
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第 6回国際学生フォーラム 

国際シンポジウム(2016.2.13 & 15) 

 

プログラム 

2 月 15 日（水） 

10:10～10:10 はじめに（原 由紀恵） 

10:10～10:30 「提携大学を基盤とする国際大学生ボランティア連合会の構

築」by 孫健淞 ＆ 郭偉（大連理工大学） 

10:30～10:40 質疑応答 

10:40～11:00 「災害の被害者のメンタルヘルス」 

by ルーシ・バウアー ＆ ミュリエル・美優・ブルネー 

（スミス大学） 

11:00～11:10 質疑応答 

11:10～11:30 「干ばつ」by ルアンラスミプラチャー・プレイピライ 

 ＆ サイパット・パッタラーノン（チェンマイ大学） 

11:30～11:40 質疑応答 

11:40～12:00 「Disaster prevention ─Preparing for "unexpected"─」 

by 宮野 桃子（お茶の水女子大学） 

12:00～12:10 質疑応答 

12:10～13:10 昼休み 

13:10～13:40 グループ・ディスカッション 

13:40～14:10 クラス・ディスカッション 

14:10～15:30 ふりかえりタイム（感想リポート執筆） 
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【国際シンポジウム概要】 
2 月 13 日（月） 司会：都筑 真香 

2 月 15 日（水） 司会：深澤 向日葵 

 

 国際学生フォーラムの中核をなす活動として、海外学生 7 組（ペア 7 組）、お茶の水女子

大学生 5 組（ペア 2 組、シングル 3 組）の計 12 組が、2 日間にわたり「災害と危機管理－

グローバルなネットワークの構築にむけて」をテーマに口頭発表を行った。 

 ハリケーン、洪水、干ばつ、地震といったそれぞれ自国での災害やそれに対する取り組

みを調査発表したり、防災に纏わる文化や伝承なども取り上げられ、多地域から集まるフ

ォーラムならではの集積となった。例えば、同じ国にも洪水と干ばつが主な災害として共

存することは浸透が薄いことであったし、日本では震災に対する意識が大きいが他国では

「不感症」と呼ばれるほどに地震への危機意識がまだ薄く、防災体制に課題を抱えている。

他にも復興支援や防災活動のアイデアに多角的に切り込み、仮説住宅などの住居面、食料

面と被災者の QOL、メンタルヘルス、情報や先例に惑わされずひとりひとりの判断行動が

大事であること、また災害時には大学生連合を構築するアイディアなど、バラエティに富

んだものが提示された。 

 初日の終わりに設けたディスカ

ッションでは、学生のアイディアか

ら大きな輪になって座り、互いの顔

を見ながら活発な意見交換を行っ

た。議論は災害時の食に始まり、仮

設住宅などの復興支援の問題

（ “temporary” というのはいつま

で？）、政府支援体制の各国での状

況、また国民性と防災意識（例：楽

観的に考える国民性は、解決方法についてはあまり考えて行くことがない）、防災訓練の各

国での浸透についてなどである。海外学生は地震がいつ起こるとも限らない日本に今回、

集ったわけであるが、建物や防災面がしっかりしているので安全だという気持ちがある、

などという考えも紹介された。また人災と天災についても議論は及んだ。 

 一日目の最後には髙﨑みどり副学長から講評をいただいた。髙﨑副学長は、「自分で受け

留める」大切さについて触れた。この日挙げられた諸々の災害を踏まえ、洪水などの災害

は一瞬なのだけれど、その後の復興や心の傷は一生続く。震災が起こる前と比較して良い

地域・環境を作ることができるか。地震等の災害を防ぐことはできないが、減災という考

え方があり、被害は軽く済ませるように努力することが可能だ。日本人は災害から多くを

学んできた。科学も発展したし、外国語の表示を積極的に行うなど、外国人の方々にどう

伝えるかの配慮も進む。「災い転じて福となす」というように、震災で亡くした方も、辛い
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目に遭っても、世の中が良くなったから

いいなというようなことがある。次の災

害は、私達の想像を超えると思う。地震

対策だけではなく想像力が必要であり、

それには様々な体験を共有して、自分が

どう受け留めていくかというメッセージ

を頂いた。 

 

 二日目のディスカッションは、なるべく国籍の違う者同士で 3 人程度のグループを複数

作り、グループ・ディスカッションを行った。ディスカッション後、各グループのリーダ

ーが、話し合った内容をクラスに向けて発表した。各グループが議論した内容は次の通り。 

 

 千家詩織 ＋ ウルシューラ・アルトマイエル ＋ ノ・ジヨン 

タイの干ばつを例に取り上げ、防災について議論した。干ばつは森林破壊が原因となって

いることから他の災害（地震や台風等）と比較してある程度は防ぐことができる。節水を

行うなど災害が起こってしまってもその後の行動も肝要であり、心構えをもち行動しなく

てはならない。 
 

 孫健淞 ＋ サラ・ホリス ＋ チラヌコロム・ラシガー 

災害に対する国際的な意識の差と今後の防災対策について議論した。タイと中国では毎年

洪水がみられ米国ではハリケーンがあるが、自国で発生しない災害に対する人々の意識は

薄い。また防災対策方法としてアプリ利用も始まっているが使用者は少なく、アラームが

遅いなど機能的ではない。こうした点に課題がある。 

 

 千葉まどか ＋ ルアンラスミプラチャー・プレイピライ 

＋黒沢優子 ＋ フェイ・バーク・碧・オードリー 

グローバル文化学環講演で語られた被災後の地域コミュニティの役割について話し合った。

講演では普段の連携が被災後の運営に直に繋がり役立ったという話であったが、近年、特

に都会に於いて、周辺住民がコミュニケーションの取れていない課題がある。普段から連

携を取ろうとする意識が大切であり、すれ違いではなく挨拶をする、映画などただ楽しく

集まるだけでも、関わりを持とうとする取り組みが大切なのではないか。 

 

 宮野桃子 ＋ ミュリエル・美優・ブルネー ＋ サイパット・パッタラーノン 

原子力問題の今後や防災意識について議論を行った。原子力は安全とされていたが震災が

起こり、実際はそうでもなかった。茨城県東海村を訪れ安全対策などを学んだ上で原子力

を今後作るべきか、原子力のゴミをどうするか、引き続き考えて行きたい。また今回のフ
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ォーラムで訪れた防災センターのような施設は日本以外にもあると良く、またグローバル

文化学環講演で語られた被災地ボランティアは、自分にやり易いではなく他者のことを考

えたものであるということは、日本以外にも身近な問題として取り入れるべきである。 

 

 深澤向日葵 ＋ ジェニファー・ノヴァク ＋ イ・サンハ 

最初にフォーラムの感想として、参加することで災害時にどのように対応すべきか様々に

考え学べたことが意義深かったことを話した。このグループでは各国での経験をもとに地

震避難訓練や火災訓練、不審者への対策などを話した。たとえば火災訓練が盛んでも年に

10 回等あると慣れてしまう危険があるので、こうした点にも注意が必要である。 

 

 小宅加那子 ＋ ルーシ・バウアー ＋ アンナ・パホルスカ 

このフォーラムを通じて海外の多様な災害について良く知ることができ、同じ洪水でも発

生原因が違うことや、経済背景の違い、メンタルヘルスの部分まで考えられる国の状況の

差を学んだ。より良い支援には状況をよく観て、国の上層部だけでなく個人レベルで、例

えばこういうものが被災地で足りていない等も含め、インターネット等を通じて様々な国

の間で共有できると良い。災害経験や紹介を聞き、へぇそうなのかで終わるだけではなく、

自分に何ができるか自問し行動しないといけないと考えた。課題として 2 点の問題意識を

明らかにした。①災害と復興について大学生の私達ができることについて、大学生は勉学

に時間が要り収入も少なくその中で何をしたらいいか、また②SNS を利用していない人々

に対してネットワークをどのように確率し、孤立することなく行っていくことができるの

か、という点である。これらを議論するとともに皆に問いたい。 

←①に対して：時間やお金があって逆にできるだろうかと考えることもできる。社会人と

比べて効果的な支援ができると思いたいし、それを引き続き考えてゆきたい。 

←②に対して：SNS に限らずラジオなど、複数の情報源を共有していくことを提言したい。 

 

 武井沙樹 ＋ 郭偉 ＋ アピヤカンタクン・タンヤポーン 

自然災害と人的災害、どの災害もひとつだけでなく様々なものが絡みあうことについて話

し、4 点を議論した。①例えば森林の保護によって洪水だけでなく、地滑り災害を止める効

果もある。②危機意識を持つ大切さについて。御嶽山噴火では SNS の危うさが露呈し、写

真を撮るより逃げるなどの意識が必要と提言したい。③水の確保については水道が止まっ

たらどうすべきか。④ 地球温暖化により予想をこえた災害が多く起こるだろうことを私達

はこれから考えていくべきである。 
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し、4 点を議論した。①例えば森林の保護によって洪水だけでなく、地滑り災害を止める効

果もある。②危機意識を持つ大切さについて。御嶽山噴火では SNS の危うさが露呈し、写

真を撮るより逃げるなどの意識が必要と提言したい。③水の確保については水道が止まっ

たらどうすべきか。④ 地球温暖化により予想をこえた災害が多く起こるだろうことを私達

はこれから考えていくべきである。 
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第6回 世界13大学合同国際学生フォーラム
災害と危機管理－グローバルなネットワークの構築にむけて

タンヤポーン アピヤカンタクン
ラシガー チラヌコロム

チェンマイ大学人文学部東洋言語日本語学科
チェンマイ大学人文学日本研究センター

北部

東北部

中部

南部

チェンマイ

バンコク

タイの災害

•洪水

•地震

•大気汚染

•津波

洪水
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地震

大気汚染

津波
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大雨 で 洪水が起こる原因

今日のテーマ

洪水

ビデオ

今のスラタニー県とナコンシータマラート県の状況
洪水の時にあった面白いニュース

•お坊さんが民家に寄付をしに行った

•洪水の場所で結婚 式を挙げた
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政府からの援助

•溜まった水を排水してくれた

•緊急避難所を設けてくれた

•人々に必要な物を供給してくれた

•寄付するための銀行口座を作ってくれた

私たちに出来る
こと

ボランティアとしての援助

ー1月1日から5日までの
クリスチャンキャンプー

チェンマイ大学のボランティア団体

Volunteer Center CMU

HTTP://VOLUNTEERCENTER.CMU.AC.TH/
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CMUボランティアセンターに

参加することで、被害者を
手助けすることができます。

私たちの考える、手助けできる２つの事

１．必要な物を寄付すること

２．基本的な防災について知識を教えること

必要な物を寄付

つまり、保存食や衣服、薬、現

金などを届けることです。

基本的な防災について知識を教えること
つまり、災害が起こった時のために、何を準備しておかなければなら

ないかということです。

被害者が得られる３つの援助

基本的な援助

被害者に必要な物をあげる

ことです。

例えば、保存食、衣服、薬、

現金などです

知識

危機管理

避難訓練

気持ち

笑顔を増やせる

基本的な援助

被害者に必要な物
をあげることです。
例えば、保存食、
衣服、薬、現金など
です。

知識

危機管理
避難訓練

気持ち

笑顔を増やせる

まとめ

• 災害時に私たちができることはCMUボランティアセンターに参加す

ることで、被害者を手助けすることです。

• 普段からボランティアとして活動し、災害に備えていきたいと思い

ます。

参考文献

• BECTERO.2017. นํา้ท่วมภาคใต้ยังวิกฤต ประกาศปิดสนามบินนครศรีธรรมราชต่อเน่ือง . 

HTTPS://WWW.YOUTUBE.COM/WATCH?V=QNOZYILNURS

• POSTTODAY. นํา้ท่วมภาคใต้11จังหวัดเสียชีวิตแล้ว 25 ราย สูญหาย 2 คน. (201７年)

HTTP://WWW.POSTTODAY.COM/SOCIAL/GENERAL/474834

• VOLUNTEER CENTER CMU

HTTP://VOLUNTEERCENTER.CMU.AC.TH/
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Anna Pacholska & Urszula Altmajer
ワルシャワ大学

ポーランド

洪水とは何ですか？

洪水とは、降雨、融雪などが原因で河川
から増水・氾濫した水によって陸地が水
没したり水浸しになる自然災害（天災)で
ある。

発生原因
大雨

雪解け水

川でせき止められた氷

高潮

川でせき止められた氷

洪水の段階

水が溢れてくる

洪水のピーク

水位が低下する

水が引いて元の状態に戻る

危険な洪水の結果
水の流れる速さ

水の温度と気温

水中の障害物

水に飲み込まれる

水が汚染される

濁った水で中がよく見えない

疫学的リスク
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洪水が来たらどうすればいいですか？

保護者達：
 住民を避難させる
 生活に必要なものを届ける
 直接の手助け
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
住民たち：
洪水が来る前：
 一番近い避難所はどこにあるか調べる
 家に水が入らないように特別なカバーを用意する
 貴重品を家の中で一番高いところに持っていく
 家のガスや電気などを止めて
 ラジオなどをよく聞く
 安全なところに逃げる
 家族と連絡をとる方法を決める

洪水が来てから：
 食べ物や水などを持って高い場所に行く

三つの旗

「私を避難させてください」 「医者が必要です」 「食べ物と飲み水が必要です」

特別なサイン 洪水を予防の方法、また洪水
を避ける方法

 ⇒ 洪水が起こりやすい地域に定住しない

 ⇒ 堤防を壊さない、また傷つけない

 ⇒ 車で堤防の上を走らない

 ⇒ 堤防から３ｍ以上離れた場所で地面を耕す

 ⇒ 堤防に木を植えない

 ⇒ 堤防から５０ｍ以下に井戸や人工池を掘らない

洪水が起こりやすい地域 洪水防止-受動的および能動的な方法

・受動的(パッシブ passive)な洪水防止の方法

 洪水防止の堤防

 干拓

 洪水を止めるのための水門

 貯水池を配置する

 河床から倒れた木を処理する、また過度の植林を抑える

 川や渓流を調節する

 住民の避難



・能動的(アクティブ active)な洪水防止の方法

 ため池

 水門がある干拓

 砕氷したり積もった氷を処理する

～ 71 ～



洪水防止の堤防

干拓
ため池

早期警戒システム

1. 洪水の規模や、いつ来るかを調べる

2. どの地方に洪水が来るかを調べる

3. 洪水が来たら被害を受けた人の住所を調べる

4. 洪水の情報を周知徹底すること

早期警戒システムのスマホのアプリ
（RSO）

「大雨が来る」

「すぐ暑くなりそう」

↓地方を選ぶ

全部の警報

水の警報
天気警報

他の警報

川や湖の状態
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私たち、普通の大学生は手助
けできますか？

 警報するアプリを作る

 お金を寄付して、新しい機械やアプリを作る

 お金を集めてるグループなど

 人に情報を伝えること

 被害者に食べ物、水、毛布などを送ること

 洪水が原因で家を失った家族を夏休みに招待する

ご清聴ありがとうございます
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伝承と知恵から学ぶ防災
Disaster Prevention Learned 
from Tradition and Wisdom

Ochanomizu University Faculty of Letter and Education
Liberal Arts and Humanities Freshmen

Kanako Oyake
Yuko Kurosawa

世界の地震 Earthquakes of the World

出典：内閣府 平成
26年版 防災白書
附属資料68 世界

のマグニチュード6以

上の震源分布とプ
レート境界

http://www.bousai.g
o.jp/kaigirep/hakush
o/h26/honbun/3b_6

s_68_00.html

日本の地震 Earthquakes in Japan

出典：気象庁『地震発生のしくみ』
Source: Japan Meteorological Agency ”Mechanism of 
Earthquake Occurrence”

安政南海地震 Ansei Nankai Earthquake

・安政元(1854)年11月5日
・伊豆～四国→死者数千名、倒
壊家屋三万軒以上

・稲むらの火(物語)

・Occurred in 1854 [Edo Period]
・Brought the damage of 
thousands of dead and more than 
30,000 collapsed houses to Izu to 
Shikoku in a wide area.
・“Inamura no hi “ [story]

「稲むらの火」 "Inamura no hi"

• 地震後の引き波で、津波を察知

↓

• 自分の田の稲に火をつけ、火事
を起こす

↓

• 村人は庄屋の田で火事が起き
たと思い、火を消すために庄屋
の田にやってくる。その後、津波
が村を襲う。農民は彼に救われ
たことに気付き、感謝する。

• perceived the tsunami in the 
undertow after the earthquake

↓
• set fire on rice in his rice field on 

the hill, causing a fire
↓

• They noticed the fire and 
gathered his rice field in order to 
extinguish the fire. After that, a 
tsunami struck the village. The 
villagers thanked that he rescued 
them from the tsunami.

「稲むらの火」 "Inamura no hi" 

濱口梧陵
Goryou Hamaguchi

(1820～1885)
出典：『稲むらの火 モデ

ル 濱口梧陵 』
http://inamuranohi.jp/pers

ons/hamaguchi/

出典：『まんが日本昔ばな
し～データベース～』

http://nihon.syoukoukai.co
m/modules/stories/index.

php?lid=666
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明治三陸地震 Meiji Sanriku Earthquake
• 明治29(1896)年6月15日

• 岩手県沿岸全域

• 38メートルの津波

• 弱い地震のため、津波を予測でき
ず

• 津波てんでんこ

①自分の命は自分で守る

②他人を救う防災情報として機能
する

③相互信頼

• Occurred on June 15, 1896

• The coast of Iwate Prefecture

• Tsunami of 38 meters high

• Weak earthquake 

→Unable to predict the tsunami

• "Tsunami tendenko"

1.protecting your own life yourself

2.acting as disaster information to 
save other people

3.mutual trust

昭和三陸地震 Showa Sanriku Earthquake

• 昭和8(1933)年3月3日

• 岩手県沿岸全域に津波

• 「津波てんでんこ」が生かされる
ものの、冬の真夜中の地震で大
惨事に

• 誤った言い伝えを信じた人もい
た

• 大津浪記念碑

• Occurred on March 3, 1933

• Damage to the 
tsunami throughtout the coast 
of Iwate Prefecture

• "Tsunami tendenko" 
was made use of

• Occurred midnight in winter

→a catastrophe

• False legends

• Great Tsunami Memorial

東日本大震災に生かされた伝承
A Tradition Made Use of East Japan Great 

Earthquake Disaster

• 岩手県宮古市重茂姉吉地区

• 明治三陸津波→生存者2人

• 昭和三陸津波→生存者4人

• 「大津浪記念碑」

• Aneyoshi in Miako-shi 
Iwate Prefecture

• Meiji Sanrku Tsunami

• Showa Sanrku Tsunami

• Great Tsunami Memorial

大津浪記念碑 Great Tsunami Memorial

出典：日本伝承大鑑『大
津浪記念碑』

http://www.japanmystery.
com/iwate/ootunami.html

大津浪記念碑 Great Tsunami Memorial

高き住居は児孫の和楽／

想へ惨禍の大津浪／

此処より下に家を建てるな／

明治二十九年にも、昭和八年にも
津浪は此処まで来て／

部落は全滅し、生存者僅かに前に
二人後に四人のみ／

幾歳経るとも要心あれ

High dwelling is the posterity’s 
happiness /

Think tsunami of the devastation /

Do not build a house below here /

Tsunami came here in 1896 and 
1933

The village was annihilated, and only 
2 people survived in the previous 
earthquake and 4 people survived in 
the later earthquake/

Watch over many years

東日本大震災に生かされた伝承
A Tradition Made Use of East Japan Great 

Earthquake Disaster

• 姉吉地区には現在、11世帯、約
40人が暮らす

• 惨禍と教訓を継承

• 東日本大震災で、石碑の約70
メートル手前まで迫る

• 住民の多くは、自宅に戻り、難
を逃れた

• 建物被害なし

• Great East Japan Earthquake

• Inherited disaster 
and lessons learned

• At the time of the Great East 
Japan Earthquake, a tsunami 
approached about 70 meters short 
of the stone monument

• Inhabitants returned to their 
homes, escaped the difficulties

• No building damage

～ 75 ～



東日本大震災後の活動①
Acticvity after East Japan Great Earthquake Disaster 1

• 震災遺構 Destroyed structure

↑破壊された道の駅
Destroyed Michinoeki↑奇跡の一本松

A pine tree of a miracle

↑崩れたユースホステル
Ruined youth hostel

桜ライン311

• 陸前高田市の津波到達ライン
上に、10mおきに桜の木を植え
る

• 既に1000本以上の桜を植えた

Sakura Line 311

• Planting cherry blossomsevery 10m 
at the tsunami reaching pointof 
about 170km in Rikuzentakata city

• Having planted more than 1000 trees

東日本大震災後の活動②
Activity after East Japan Great Earthquake Disaster 2

日本各地の災害伝承
Tradition of Disasters in Japan

• 地震の時は竹やぶに逃げろ

• 地震の時は津波が来る

• 地震が起きたら山へ逃げろ

• 津波から避難した後はしばらく
戻るな

• Once the earthquake occurs, run 
into the bamboo forest

• Once the earthquake occurs, 
tsunami will happen

• Once the earthquake occurs, escape 
to the mountains

• After the escape from tsunami, don't 
go back for a while

インドネシアの地震伝承
Tradition about Earthquakes in Indonesia

• スマトラ島沖地震で20万人以上
の犠牲

• シムル島では犠牲は７人

• 過去の津波を歌にして語り継い
だため、逃れられた

• more than 200,000 people sacrificed 
on the Smatra Earthquake

• But in Simulu Islend, sacrify was only 
7 people

• People in Simulu can escape from 
tsunami because they handed down 
the experience of tsunami as a song

伝承と知恵から学ぶ防災 Disaster Prevention 
Learned from Tradition and Wisdom

• 「もう二度とこのような被害に
遭ってほしくない」という先人達
からのメッセージ

• 子孫のために何ができるか

• 歴史から学ぶ

• 伝承・知恵と現代の技術を融合
させながら、よりよい防災に取り
組む

• A message from the 
predecessor that "I do not want 
you to suffer such damage 
again."

• What we can do for our 
descendants

• Learn from history

• Combine lessons learned and 
modern technologies and work 
on better disaster prevention

大学生にできること
What University Students can Do

• 石碑や災害の記録を調べる

• 伝承や過去の災害経験を聞き
取る

• さまざまな言語に翻訳して世界
に伝える

• 大学生の力を生かして世界中
で災害の被害を減らしたい！

• Investigating the stone monuments and 
disasters record

• Interviewing about the tradition and past 
disaster experiences

• Translating them into multiple languages to 
expand the knowledge of disaster prevention 
to the world

• We want to reduce the damage of disasters 
all over the world by making full use of the 
power of university students!
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Himawari Fukasawa
Ochanomizu Univercity

2017/2/13

The GreatEast Japan
Earthquake
2011/3/11

Japanese Red Cross 
Ishinomaki Hospital

The Kumamoto Earthquake

Question ① How much they get damaged
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② Special foods ③ Character of the area

The Functions of foods

1

32

nutrition

taste biological
regulation

psychologic
al effects

4

Example
~Volunteer by Students~

Conclusion
Important points

・how much they get damaged
・special food
・character of the area 

Food makes people 
happy!

References
• 災害時の食支援～東日本大震災からの学び～/岩波
映像株式会社/2014年

• 熊本地震に係る栄養改善・食事支援について～国の
取組と課題～/厚生労働省健康局健康課栄養指導室
/<http://www.mhlw.go.jp/file/04‐Houdouhappyou‐
10904750‐Kenkoukyoku‐
Gantaisakukenkouzoushinka/14_1.pdf#search=%27%E7
%86%8A%E6%9C%AC+%E9%A3%9F%E6%94%AF%E6%8
F%B4%27(2017/2/4閲覧)>

• 震度データベース検索/気象庁
/<http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/(2
017/2/8閲覧)>
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ハリケーン
サンディー

ジェニファーノヴァク、サラホリス

ハリケーンサンディー

藤原の効果 藤原の効果

サンディーの結果 コネチカット州の被害
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コネチカット州の被害 ニューヨーク市の被害

ニューヨーク市の被害 ニューヨーク市の被害

ニュージャージ州の被害 ニュージャージ州の被害
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カリベの被害 カリベの被害

カリベの被害 カリベの被害

私たちは何ができますか？

ハリケーンカトリーナ：＄２０億
ハリケーンサンディー：＄３.１３億
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ハイチ・プロジェクト カトリーナ：
２００５年

サンディー：
２０１１年

ソーシャル・メディア (SNS) ソーシャル・メディアがない時

インタネットを使った人

http://www.huffingtonpost.com/2012/11/02/how-hurricane-sandy-impac_n_2066515.html

フェースブックとツイッター

＃２話したトピック ＃hurricane
＃sandy
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インスタグラム スカイプを使った人

http://www.huffingtonpost.com/2012/11/02/how-hurricane-sandy-impac_n_2066515.html

FEMA (Federal Emergency 
Management Agency)

これから何が出来ますか？

■https://www.youtube.com/watch?v
=bnY1Zwxei_w

ビデオ

ご清聴ありがとうござ
いますた。
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Problems and solutions of
temporary houses

Madoka Chiba & Shiori Senge

Earthquakes so far..

・ Great Kanto Earthquake (1923) M7.9
victims … over 100,000 

・ Great Hanshin‐Awaji Earthquake (1995) M7.3
Victims… about 6,400

・ Great East Japan Earthquake (2011) M9.0
Victims… over 15,000

Temporary houses

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

● A number of houses that were constructed 
● A number of houses  that people actually lived

Problems

・ Continuous movement
・ Unfamiliar neighbours ⇨ Stressful life
・ Uncomfortable Lack of  care for elderly people/people who have disability, 

Noise,
Too hot in summer/too cold in winter, 
Too narrow to live,
Insects get in through a gap of door/floor
Solitary death … etc

For example..
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The Examples of 
New Temporary Houses

EX1. Log‐House Style

Merits
・Good atmosphere of tree
・Less condensation     
・Warmer in winter  

Merits
・Revitalizing the local forestry
・Easy to build
・Less waste

EX2. Community Care Style

Kamaishi city, Iwate prefecture

Residents Area
・Encouraging communication
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Care Area
・Barrier‐Free

Functions
・Living condition
‐medical, work, and food

What We Can Do?

Communicate with each other
Reference/Quotation

・仮設住宅地に見られる課題
http://www.toshicon.or.jp/wp/wp‐content/uploads/
2015/04/06‐2.pdf

・GOOD GESIGN AWARD 2012
https://www.g‐mark.org/award/describe/38913

・コミュニティケア型仮設住宅（東京大学 高齢社会総
合研究機構/工学系研究科 建築学専攻建築計画研究室）
http://www.iog.u‐tokyo.ac.jp/wp‐content/uploads/
2014/03/community_care.pdf
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Saki Takei

At 3.11 in Touhoku…
About １．９ million telephone lines 
didn’t work
It took almost two months to recover 
most of these lines

Houses & Stores Suffered

http://www.asahi.com/special/10005/TKY201104300087.html

Agreements among Cities

A city 

C city  B city 

“a Square Agreement”! (If) A Disaster in Miyagi…

TokyoGunma

Touhoku

Ocha‐Dai

Yamagata
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Good Points of Doing at Close Univ.
Get space for goods

Secure space & food to stay for volunteers

Receive correct information

Do volunteer work 
without much confusion

Good Points of Doing at Close Univ.

A Network All over JAPAN! Utilize each Strong Points

Universities’ Own Line Off‐road Bikes

https://www.yamaha‐
motor.co.jp/mc/lineup/wr25
0r/color.html#02

run almost every road
have freedom of movement 

at a narrow road
avoid a traffic jam
need a little amount of fuel
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What Can I /We Do? What Can I /We Do?

Other Students’ Examples We Can Do Many Things!!

References
 http://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/kinoukaku
ho/2/pdf/1.pdf

 http://www.asahi.com/special/10005/TKY20110430008
7.html

 https://www.yamaha‐
motor.co.jp/mc/lineup/wr250r/color.html#02

 http://www.jama.or.jp/motorcycle/environment/pdf/d
isaster_measures.pdf

Thank you for listening!
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大連理工大学
Dalian University of Technology

提携大学を基盤とする国際大学生
ボランティア連合会の構築

発表者：孫健淞

郭 偉

大連理工大学
Dalian University of Technology

目次

我が家へようこそ

近年中国大陸で発生した大災害

四川大地震に対する災害対策

危機管理に対する私たちの考え

大連理工大学
Dalian University of Technology

大連

我が家へようこそーー中国・大連

大連理工大学
Dalian University of Technology

大連理工大学
Dalian University of Technology

我が家へようこそーー大連理工大学

大連理工大学
Dalian University of Technology

29カ国と地域の201所大学及び研究機関
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大連理工大学
Dalian University of Technology

近年中国大陸で発生した大災害

大連理工大学
Dalian University of Technology

近年中国大陸で発生した大災害

大災害 被災者 死亡者・行方不明者 負傷者 経済損失

2008年中国雪害 １億人以上 133人 20万人 1516.5億元（223億ドル）

2008年5・12四川大地震 4616万865人 87150人 374643人 8452.15億元（1243億ドル）

2010年4・14青海地震 約20万人 2968人 12315人 260億元（38億ドル）

2013年4・20雅安地震 38.3万人 217人 11470人 665.14億元（98億ドル）

2013年Fitow台風 1216万人 12人 ― 631．4億元（93億ドル）

2014年Rammasun台風 742.3万人 88人 ― 384.8億元（57億ドル）

2014年魯甸地震 108.84万人 729人 3143人 201.4億元（30億ドル）

2015年Soudelor台風 565.5万人 33人 ― 137.7億元（20億ドル）

2016年洪水災害 1.1億人 1162人 ― 3052億元（449億ドル）

大連理工大学
Dalian University of Technology

2008年5・12四川大地震

大連理工大学
Dalian University of Technology

近年中国大陸で発生した大災害の損失
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大連理工大学
Dalian University of Technology

近年中国大陸で発生した地震の損失
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大連理工大学
Dalian University of Technology

四川大地震に対する災害対策
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大連理工大学
Dalian University of Technology

四川大地震に対する中国政府の対策

22.1万人以上の軍隊

5200人以上の専門救援隊

1.7万人以上の警察

10万人以上の医療業者

大連理工大学
Dalian University of Technology

7.70億元（1.12億ドル）の募金

17ヵ国・地域のボランティア

日本、ロシア、韓国、シンガ
ポールの国際緊急援助隊

四川大地震に対する外国の反応

大連理工大学
Dalian University of Technology

四川大地震に対する中国民間の反応

地震発生24時間のうち、50以上
のボランティア組織が被災地に

5月28日まで16日間、9万人あま
りのボランティアが救援に参加
した

一年後、救援に参加していたボ
ランティアが300万人以上

大連理工大学
Dalian University of Technology

ボランティア活動内容

支援活動

救援

生存者

捜索

負傷者
輸送

支援資材
配布

水、食
物、薬
品、テン
トなど

看護

負傷者看
護、リハ

ビリ

高齢者
介護

被災者
心理的
回復

手伝い

子供の学

習指導、

遊び

清掃、洗
濯、炊き
出し、買

い物

大連理工大学
Dalian University of Technology

従来のボランティア活動の不足点

管理しにくい

能力不足

信頼されない

過剰集中、無秩序

経験不足

……

大連理工大学
Dalian University of Technology

私たちの考え－国際大学生の力を一つに

私たちの発想－－

国際大学生ボランティア連合会
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大連理工大学
Dalian University of Technology

国際大学生ボランティア連合会

背景：

2016年に提案した大連の大学生連合を基礎とし、提携大学という既存
資源を基盤として利用し、国際的な大学生ボランティア連合会を設け
る。

目的：

世界各国の大学生の専門知識を生かし、災難の危機管理や復興につい
て即時的で秩序がある行動をとれる災害支援団体を設ける。

大連理工大学
Dalian University of Technology

国際大学生ボランティア連合会と
従来のボランティア連合会の比較

国際大学生ボランティア連合会 従来のボランティア連合会

国際的な協力ができる 地域性が鮮明だ

外国支援に対する信頼性が高い 外国支援を直接に得ることが少ない

多種類の資源、資金支援が充実だ 資源、資金支援が単一だ

調達能力が優れて、仕事分配が明確だ 各地からの調達能力が不足で、職能不明確な場合もある

安全的で秩序がある災害支援を保証する 災害支援が過剰集中、無秩序な問題がある

大連理工大学
Dalian University of Technology

国際大学生ボランティア連合会
総部

国際大学生ボランティア連合会
総合管理室

国際大学生ボランティア
連合会支部

国際大学生ボランティア連合
会総部は連合会の中心で、大
連に設置する。

総合管理室は各国の首都
に設置し、各支部の運作
を管理し、国際的な災害
支援のサーポットし、連
合会総部に所属している
。

連合会支部は各大学や地域に設
置し、独自で運営し、国の連合
会総合管理室に所属して日常仕
事をサーポットする。

国際大学生ボランティア連合会の構成

大連理工大学
Dalian University of Technology

国
際
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
総
合
管
理
室

資源管理総部

メデイァ管理総部

国際支援管理総部

人事管理総部

国
際
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
支
部

メデイァ部

総務部

前線部

連絡チーム

宣伝チーム

医療・心理諮問チーム

人事管理チーム

資源調達チーム

外国語支援チーム

物流運輸チーム

現場支援チーム

大連理工大学
Dalian University of Technology

もし、災害が発生したら？

A国a市
支部

メディア部

前線部

A国b市
支部

B国a市
支部

A国a市
被災区

総務部

前線部
メディア部

総務部

メディア部

前線部 総務部

大連理工大学
Dalian University of Technology

成員募集

募集範囲

主に提携学校を締結している大学、及び世界災害の危機管理に関心を持っている
大学生

募集条件
 現地大学生、留学生

 心身健全、勇気を持つ

 ボランティア活動などに経験ある人を優先する

 外国語、金融、医療、物流、メディアコースの人を優先する

募集人数
120人/支部 100人/総合管理室

募集時間
毎年4月
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大連理工大学
Dalian University of Technology

業務内容

情報
宣伝

災害
対応

組織
管理

大連理工大学
Dalian University of Technology

業務内容

情報
宣伝

災害
対応

組織
管理

大連理工大学
Dalian University of Technology

国、地域の特色

便利で、効率的な方法

Facebook，Twitter，Line……

宣伝方法

大連理工大学
Dalian University of Technology

宣伝方法

国で最も人気があるインスタントメッセ
ンジャーアプリ

2016年9月毎日 768,000,000人中

50％のユーザーが毎日90分以上

モーメンツと公式アカウント

Wechat

大連理工大学
Dalian University of Technology

Wechat  公式アカウント

通知
ニュース
スケジュール
情報
……
簡単に手に入れる！

大連理工大学
Dalian University of Technology

宣伝内容

日常宣伝

•安全教育と防災講座

• 火事予防と対応

• 交通事故予防

• 伝染病予防

• 自然災害対応

• 救急知識

• ……

災害発生後

•災害情報

•被災情報

•救援情報

•資材情報

•……
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大連理工大学
Dalian University of Technology

業務内容

情報
宣伝

災害
対応

組織
管理

大連理工大学
Dalian University of Technology

人事管理

• ボランティ
アの募集

• 防災知識の
教育

• ボランティ
ア能力の育
成

• ……

メンバー交流

• ビデオ会議

• 交換留学に
よるメンバ
－交換

• ……

資金資材管理

• 募金

• 物質管理

• ……

連携・協力

• 政府と連携

• NPOと協力

• ……

組織管理

大連理工大学
Dalian University of Technology

業務内容

情報
宣伝

災害
対応

組織
管理

大連理工大学
Dalian University of Technology

災害

大連で大地震が起
こった

理工大学ボラン
ティア連合会

政府に連絡

情報取得

支援活動に参加

連合会総部に報告

連合会総部

情報分析

ボランティア配置

資金資材配達

ボランティア活動
の実施

• 負傷者を介護する人が足
りない――
• 北京大学支部のボラン

ティアを大連へ

• 生存者の捜索が難しい
――
• 東京工業大学支部の支

援ロボット

• 資金が足りない――
• 世界範囲で募金する

災害対応

大連理工大学
Dalian University of Technology

大連理工大学
Dalian University of Technology

参考資料
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大連理工大学
Dalian University of Technology
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災害の被害者の
メンタルヘルス
ルーシ・バウアー

ミュリエル美優ブルネー

スミス大学

OUTLINE

1. 問題の説明：災害から生じる精神的な影響

2. 生じる心理的な反応

3. 対策の必要性

4. すでに行われている対策や活動

5. これからすべき活動

災害によるメンタルヘルス

• 症状

• 気持ちが落ちが込む

• 意欲が下がる

• 眠れない

• 食欲不振

• 憂鬱

• 集中力の低下

• 記憶力が下がる

• 茫然自失 (shock)

• 一時的に自然に回復すること

が多い

• 長期化することもある

• 長期的な影響

• リハビリテーション後、一般生

活に戻るのが難しい

• 鬱病

• アルコール中毒

• 自殺

災害弱者

• 高齢者

• 乳幼児

• 傷病者

• 障害者

• 外国人

必要性

• 意識が低い

• 無視されがち

• 長期的な深刻な影響がある

ハリケーン・カトリーナ
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ハリケーン・カトリーナ後
ボランティア

• 母の経験：ガルフポート（Gulfport）

• カトリーナの経験による PTSD、憂鬱など

• 抗うつ薬（antidepressants）

• セラピーのような会話

クライシス・カウンセリング

• 定義：危機が起こった際のカウンセリング

• アメリカの Crisis Counseling Assistance and Training Program
• アウトリーチに基づく短期的な対応

• 必要な場合には長期的なカウンセリングを紹介

• 災害後の正常な精神状態を教える

• それに対する対応の仕方も教える

クライシス・カウンセリングの改善

• CCPのトレーニングのようなトレーンングを広げる

• 多様なコミュニティに適したカウンセリングを展開する

平常時から行うべきこと

• 援助のための準備しておく

• 災害が起こる前に、コーミュニティで援助集団を作る

• 特に、外国人のために外国語が喋れる援助を集める

• 住民の教育

• メディアを通じてPTSDについて教える

• 心理的な反応が正常反応であることを伝える

• 自然回復も起こるが、支援のネットワークを作るのが重要

• 精神保健医療の仕事をしている人々への研修活動

これからの重要な活動

• 専門的な援助へのアクセスを広げる

• 特にセラピーや治療が必要な人たちのため

• 社会的なタブーをなくす

• 実際にサービスを利用するのは恥じるべきではないことへの理解

を広める

• 気軽に専門家に相談できるようにする

結論
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資料

• https://academic.oup.com/hsw/article/35/3/211/620536/Tailoring-Disaster-
Mental-Health-Services-to

• https://academic.oup.com/hsw/article/35/3/211/620536/Tailoring-Disaster-
Mental-Health-Services-to

• https://www.americanprogress.org/issues/healthcare/reports/2015/08/20/119
670/hurricane-katrinas-health-care-legacy/

• http://psychcentral.com/blog/archives/2015/08/29/10-years-after-hurricane-
katrina-depression-anxiety-and-schizophrenia/

• https://www.samhsa.gov/dtac/ccp
• http://patimes.org/problems-femas-crisis-counseling-program/
• https://www.childfund.org/child-centered-spaces/
• http://www.ptsd.va.gov/professional/treatment/early/helping-survivors-after-

disaster.asp
• https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC1489841/
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チェンマイ大学

パッタラーノン・サイパット

プレイピライ・ルアンラスミプラチャ―

チェンマイの地理

ピン河

標高2575メートルで
最高峰のインタノン山

山の多いところ

雨期

５月中旬～１０月

５ヶ月間

乾期

冬

11月～2月

4か月間

23度

夏

2月中旬～5月

２ヶ月間半

30～40度くらい

タイの季節 タイは農業国

干ばつとは？

•雨が降らない

•長期間の水不足

•土壌が著しく乾燥

•農作物などに被害を及ぼす

ラオス ベトナム

タイの干ばつ
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タイの干ばつ：主な原因

雨量が少ない

他の原因
１９６１年 ２００９年 使

用
水
量
の
増
加

干ばつの影響

経済的な影響

環境への影響

社会的な影響

 収穫の減少
 漁業に悪影響
 収入減少
 失業

 湿地が減る
 動植物の生態系
 景観の悪化
 山火事・煙害

 使う水の減少
 人々の健康の悪化
 生活水準の悪化

干ばつの解決方法と防災対策
•ヘーナンメオ

昔
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現在

バンファイ・コーフォン
人工
降雨

竹堰

政府の

解決方
法

ダム 森林
保全

人工降雨 タイ政府の解決方法の問題
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竹堰 森林保全

私たちができることは

 ボランティア活動
1. 植林活動
2.災害の援助活動
3. 廃棄物管理活動
4. 献血活動
5.アルコール・交通安全活動

植林活動

竹堰つくる活動
個人的の解決方法

Small Changes Can Make Big Differences
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参考
• https://www.youtube.com/watch?v=I8m4J3BxWro&feature=youtu.be

• https://www.youtube.com/watch?v=m2rf4fEooRs&feature=youtu.be

• https://www.youtube.com/watch?v=gZoZXAtKqms

• http://www.nso.go.th/

• http://www.prcmu.cmu.ac.th/scoop_detail.php?sco_sub_id=371

• http://irw101.ldd.go.th/index.php/information/knowledge/area_drought_corny

• http://www.seub.or.th/index.php?option=com_content&view=article&id=927%3A
seubnews&Itemid=14

ご清聴ありがとうございました
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Disaster prevention
‐Preparing for “unexpected”‐

Momoko Miyano

Hazard map
Emergency 
training

Shelter breakwater

“perfect disaster 
prevention”??

"can be relieved."
”Safe”？

Unexpected

A tsunami came in the area where the 
tsunami did not come on the hazard map.

A tsunami also occurred in evacuation centers

People could not survive by just 
evacuating as evacuation drills

Japan's largest breakwater breaks down

Japan's largest breakwater 
Miserable
Tsunami "double height"

I had confidence in the breakwater
promise "tell the lesson to the next generation"

Tell residents the area that is 
“assumed” to have some risks 
to suffer the tsunami

Training to prepare for 
“assumed” damage

Places “assumed” to be safe
Barriers to prevent
the “assumed” size of the 
tsunami
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What should we do if the disaster Exceeds “assumption“??

Of course, you have to evacuate according to the 
situation.
However, in fact, It have become clear that many people 
could not deal with this "unexpected"

03.11.2011 The Great East Japan 
Earthquake 

About 15,000 people dead in the 
earthquake.

The survey revealed that 93% of 
people was killed due to the tsunami.

50 to 60% of the victims are believed 
to have escaped from the tsunami if 
they escaped earlier.

93%

1%

4%

2%

number of dead people

drowing

death by fire

crashing death

others

Why were people unable to respond to unexpected situations?

Ookawa elementary 
school

74 students and 
10 teachers died 

釜石の奇跡
‐kamaishimiracle‐
Key word
津波てんでんこ
(tsumani tenndennko)
99.8% of the 3000 
children survived

てんでんこ(tendenko)＝each person

When it feels a big tremor on the coast, it 
means that a tsunami will come. 

escape to high ground as soon as possible 
without worrying about even your immediate 
family  to protect your life 

Kamaishi miracle

Be an initiate evacuees

Ookawa elementary 
school

2:46 PM
An earthquake occurs.
The teacher instructed the students to 
evacuate to the school yard

3:00 PM
Teachers discussed about 
evacuation sites. 
Disaster prevention radio 
announces the issuance 
of the tsunami warning. 

3:25 PM
A public relations car in 
the city tells about the 
tsunami attack. 
They start evacuating.

3:37 PM
Tsunami overflowing 
from the base
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Bias for disasters

(1) assumption dependence

(2) Normalcy bias

(3) Love and other actions 

(4) Tuning bias (collective ignorance)

Assumption 
dependence

This Okawa Elementary School 
was a shelter

According to the hazard map, the 
tsunami should not come to this 
area

A sense of security
With no basis

Disaster prexention leaders strongly aware of the assumption.

The more you train, 
the more you are imprinted that you are safe 
if you are in a building that is said to be "not flooded" in a hazard map 
or in a building with a height higher than the water level assumed to 
be flooded by a tsunami.

It is safer to 
stay at school

Tsunami 
wouldn’t come 

here.

Local people 
also have not 
evacuated

Okawa primary 
school is supposed 
not to be flooded 

and is  designated as 
a shelter

Local residents

assumption 
dependence

Tuning bias

Normalcy bias
Confidence without 
foundation that

"I am all right for me". 

Nomalcy bias

it is hard to think how to cope with that situation 
when an unexpected situation occurs

We have to think about "unexpected" situation 
from normal times.

Prepare for unexpected using crossroad
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Dogs also have life
A member of a family

Some people don’t 
like dogs at 
evacuation centers

You can search what you can do for ○○ in advance.

1

Two grandpa, grandma 
who is getting in the 
tsunami. 
you greeted them this 
morning. Will you go for 
help? 

➡yes or no

2

You are a mother who has 
a child.The evacuation 
center living where safety 
has been diagnosed is 
safe in the aftershocks 
continuing, but the wind 
is prevalent due to the 
cold weather.Do you 
leave the evacuation 
center and return to our 
house?➡yes or no

3

"You are a resident living in a 
settlement along the river, a wife of 
my mother (65 years old), a family of 
five children of two elementary 
school children, intense rain 
continues.The evacuation 
recommendation comes out to the 
settlement as there is a danger of 
flooding now I learned about it on 
the disaster prevention radio.I love it, 
now at midnight.Do you start 
evacuating now?➡yes or no

References
矢守克也（２０１３）『巨大災害のリスクコミュニケーションー災害情報の新しい形ー』ミネルヴァ書房
いわて高等教育コンソーシアム(２０１３）『復興は人づくりから―全国大学ボランティア教員15名による特別講義ー』
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